学術委員会細則
平成28年3月19日制定
（目的）
第１条　この細則は、日本寄生虫学会（以下「本学会」という）会則（平成27年3月21日改訂）第20条３項により別に定める「日本寄生虫学会の各種委員会の設置に関する規程（平成26年3月26日作成、平成27年3月21日改訂）」の第２条に基づき設置された学術委員会（以下「委員会」という）の活動に必要な事項を定める。
（業務）
第２条　委員会は次ぎに掲げる事項を協議し、理事会、評議員会、総会においてその活動を報告する。
　(1)　 寄生虫学に関する研究の実施において、「遺伝子組換え実験」、「動物実験」、「遺伝資源の取り扱い」など、関連する生命倫理や安全および法令等の策定や改定に関する問題点を本学会に提議する。
　(2)　寄生虫学研究に関連する法律の遵守に関わる問題点が生じたとき、これに対応する。
　(3)　その他、寄生虫学分野における学術関連についての必要な事項。
（組織）
第３条　委員会は、次ぎに掲げる者をもって組織する。
　(1)　本学会理事（学術担当）
　(2)　担当理事が指名する本学会員若干名
２．委員会に委員長を置き、担当理事がその任に当たる。
３．委員長は適宜委員会を開催する。
４．委員長は業務の遂行にあたり、必要と認めたときは委員会内にワーキンググループを設置することが出来る。
（委員の任期）
第４条　委員の任期は３年とする。ただし、委員が任期半ばで交代した場合、その任期は前任者の残任期間とする。
２．前項の委員は、再任を妨げない。
（細則の改廃）
第５条　本細則の改廃については委員会において審議し、理事会の議を経て決定する。
附則
１．この細則は、平成28年4月1日から施行する。
